


























山 下 浩 史
Ising型反強磁性休FeC12のFe2十を非磁性イオンMg2+で希釈した混晶系 Fel_て MgxCl2
は低温でスピングラス状態になることが確められている｡この系の特徴は,温度降下に伴い,
常磁性相から直ちにスピングラス相に入るFe2+の希薄な領域と,一度反強磁性相を経てからス
ピングラス相に入る,いわゆるリエントラントスピングラス状態になるとみなされるFe2+の
濃い領域があることである｡本研究は,磁化の精密な相対測定が可能なファラデー回転を手段
として,スピングラス状態の特徴である残留磁化の長時間緩和過程を測定し,緩和特性の解析
から,これら二つのスピングラス状態の動的性質を調べたものである｡
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